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あ い さ つ 

 

令和６年度中堅民生委員・児童委員（課題別）研修会を開催するにあたり、御挨拶

申し上げます。 

 

さて、本研修会は、二期以上の民生委員・児童委員を対象に民生委員児童委員協議

会としての組織づくり・機能の更なる向上に必要な知識や技術を学ぶことを目的とし

て開催しております。 

加えて、「沖縄県 DX推進計画」に基づき沖縄県より受託し実施する研修の一部をオ

ンラインまたはオンデマンド配信にて、沖縄県社会福祉協議会との共催により開催す

るものであります。 

 

今日では、頻発する災害への備え、また、孤独死や引きこもり、児童虐待等、様々

な地域課題が顕在化し、あらためて住民同士がつながり、支え合う地域づくりの必要

性が高まっております。そして、地域住民に寄り添い、課題を発見して専門機関につ

なぐ民生委員・児童委員への期待はますます大きくなっています。 

 

 そのような中、今回の研修会では、地域住民や関係機関から知り得た情報をどのよ

うに守り支援につなげていくか、住民のプライバシーと個人情報の関わりについて、

泉惠造研修企画工房 代表社員の泉 惠造 氏より、ご講義いただくことになってお

ります。 

  

今回のオンデマンド配信の録画に快く応じていただきました講師の泉 惠造 氏

には、多大なご尽力をいただきましたことに、あらためてお礼申し上げます。 

  

 結びに、本研修会を契機に、更に研鑚を積み重ねられ、今後とも積極的な民生委員・

児童委員活動の展開が図られますようお願い申し上げまして、挨拶とさせていただき

ます。 

  

                       令和 7年 3月 

                       沖縄県民生委員児童委員協議会 

                         会 長  屋 宜 恒 一 
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令和６年度 中堅民生委員・児童委員研修（課題別）【オンデマンド配信】 

実 施 要 項 

 
１ 趣 旨                                                                          

近年、地域においては、社会的孤立の問題や、子どもの貧困をはじめとする生活困窮者の増

加、虐待、など様々な問題が複雑多様化し、従来の制度だけでは支えることができない地域課

題が顕在化しています。 

民生委員・児童委員には、これまで担ってきた活動をもとに、課題を抱えた住民の早期把握と

支援への「つなぎ役」としての役割を果たすことに、あらためて期待が寄せられています。 

本研修では、地域住民から知り得た秘密はどのように守るのか、住民のプライバシーと個人

情報の関りについて考える機会として開催します。 
 

２ 研修目標                                                                       

（1）中堅民生委員・児童委員に必要な知識・技術を学ぶ  

（２）地域において住民の福祉ニーズを掘り起こし、関係機関・団体との連絡調整を図りながら

相談・支援活動を行うための基本的技術を習得する。 

 
 

3 主 催                                                                          

  沖縄県、沖縄県社会福祉協議会、沖縄県民生委員児童委員協議会  

 

４ 研修対象                                                                       

第 2期以上の民生委員・児童委員  
 

５ 開催方法                                                                  

● オンデマンド配信（動画視聴による受講） 
 

６ 参加費                                                                         

⚫ 受講料は無料です。 

⚫ 本研修会は、動画視聴による研修の為、旅費等は発生いたしませんので予めご了承下さい。 
 

７ 配信期間                                                                       

  令和７年３月１日（土）～ 5月 31日（土）※配信の開始時期は前後する場合があります。 
 

８ 申込方法・開催要項等のダウンロードについて                                                         

 ●市町村民児協での申込みをお願いいたします。全ての中堅民生委員・児童委員が対象となりま

すので、視聴予定人数のみ申込み時にお知らせください。 

（１）本会ホームページ内「福祉人材研修センター主催の研修（研修管理システム）」から申込。

（ID とパスワードが必要です）https://www.shakyo-kensyu.jp/okinawa/ 

※研修申込みには、ID とパスワードが必要となります。事前に事業所登録を行い、ID とパス

ワードを取得してください。事業所登録の方法については、研修管理システムページ内の新

https://www.shakyo-kensyu.jp/okinawa/
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規登録またはシステムへの事業所登録方法を参照ください。 

※すでに事業所登録がお済みの場合は、新たな登録は不要です。取得した ID とパスワード

でログインし、受講申し込みください。 

（２）開催要項は上記研修管理システムよりダウンロードできます。 
 

９ 申込期限                                                                       

  令和７年１月３１日（金） ※必着 

※システム管理上、上記期限を過ぎますと自動的に受付が不可となります。申込期限を厳守

いただきますようお願いします。 
 

10 視聴方法及び研修資料について                                                         

 （１）申込締切後、申込時に登録いただいたメールアドレスへ視聴専用アドレス（URL※パスワー

ド付）と研修資料データがダウンロードできるアドレスをお知らせします。動画視聴のためのア

ドレス（パスワード）は民生委員・児童委員、事務局以外には伝えないようにご配慮ください。 

（２）視聴については、個人単位、単位民児協単位、市町村民児協単位いずれの方法も可といた

します。視聴場所及び動画視聴に必要な機材はそれぞれご準備願います。 

（３）その他視聴方法の詳細については、視聴専用アドレスの送付時に別途お知らせいたします。 

（４）研修資料データは必要に応じダウンロードし、印刷してください。研修資料冊子の送付を希

望される場合は、受講申し込み時に必要部数をお申込みください。 

 

 

1１ 禁止事項                                                                      

・次のいずれかに該当する行為または該当すると本会が判断する行為を行わないものとする。 

（１）本会または第三者の知的財産権、肖像権、プライバシーの権利、名誉、その他の権利また   

は利益を侵害する行為 

（２）本研修の利用形態を超えて利用する行為（録画、録音、撮影、転載等） 

（３）研修で使用する URL等を研修参加者以外の者が利用する行為 

（４）研修で使用する URLを他者へ提供したり、共有サイト等に掲載する行為 

（５）SNSや各種ホームページサイト上での本会または本研修に対する誹謗中傷や他の受講 

者への嫌がらせの書き込みなどを行う等、本研修の健全な運営を妨げること 

（６）その他、本会が不適切と判断する行為 

   ※禁止事項に反した場合、法的責任に問われる場合がございます。 
 

 

1２ 申込・問合せ先                                                                 

  沖縄県社会福祉協議会 福祉人材研修センター （担当：金城尚子・金城奈美香） 

      〒 903-8603  那覇市首里石嶺町 4－373－1 西棟 3Ｆ 

      TEL ０９８－８８２－５７０３  FAX ０９８－８８７－１０７１ 

      Mail kensyuu@okishakyo.or.jp 

 

 

mailto:kensyuu@okishakyo.or.jp
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令和６年度 中堅民生委員・児童委員研修（課題別）【オンデマンド配信】 

研修日程及び内容 

 

●配信期間：令和７年３月１日（土）～ 5月 31日（土）※配信開始時期は前後する場合があります。 

※内容は、講師等の都合により変更する場合があります。 
 

【講師プロフィール】  

 

泉 惠造（いずみ けいぞう） 

 

合同会社 泉惠造研修企画工房 代表社員  

関西学院大学卒業 東北福祉大学院福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程修了  社会福祉学修士  

社会福祉法人 全国社会福祉協議会入局。高年福祉部・出版部・全国ボランティア活動振興センター・中央福

祉学院・民生部所属。  

平成２２年５月、「合同会社 泉惠造研修企画工房」を設立。  

社会福祉職場の新任・中堅・管理者等研修、民生児童委員研修、その他課題に合わせたオーダーメイドの研修

を実施。 

 

 

 

時 間 内 容 

【講義】 

※１本ずつ独立

した４本の動画

を配信します。 

（合計約 120分） 

【講話】 ※動画視聴 

 「地域のつむぎ役となろう 

～住民のプライバシー・個人情報との向き合い方～」 

   

合同会社 泉惠造研修企画工房 

代表社員 泉
いずみ

 惠造
けいぞう

 氏 
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あなたとつむぐ学びの場 

研修企画工房ネットご利用ガイド 

合同会社 泉惠造研修企画工房 
 

 

 

≪視聴する方法は？≫ 
 

         

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

お手元にある、インターネット回線につながる パソコンやタブレット、あるいは 

スマートフォンで視聴できます 

ＨＤＭＩケーブルで、パソコンやタブレット、スマートフォンをテレビに接続し、 

複数の人で視聴することもできます （設定は主催者様側で行っていただきます） 
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≪視聴の際の要件 （スペック） は？≫ 
 

 ◇ お手持ちのパソコン、タブレット、スマートフォンでご覧になれます。ただし、 

 視聴にあたって推奨できる要件はあります。以下をご参考になさってください。 

 

 ◎ブラウザ（閲覧ソフト）を稼働させることのできるＯＳ（Windows・Macなど） 

 

【パソコン】 Chrome 30～ (自動更新付き) 

   Firefox 27～ (自動更新付き) 

   Internet Explorer 11～ 

   Microsoft Edge 

   Safari 9～ 

  ※古いバージョンの Internet Explorer (IE 10・9・8など) は、 

  ご利用いただけません 

 

【スマートフォン／タブレット】 

   Android バージョン (Lollipop) 5.0～ 

   iOS バージョン 9.3.5～ 

 

 ◎インターネットへの接続の条件 

 

 最も低画質である SD 360p を視聴するのに、1 Mbps 以上の安定した通信スピードが 

必要です。高画質の動画を視聴するには、5 Mbps以上の高速専用インターネット 

プランの使用を推奨しています。 
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≪研修を受講する手順は？≫ 以下の２通りがあります 

 

（１）「泉惠造研修企画工房」公式サイトを開く方法 

 

①インターネットで、「泉惠造研修企画工房」公式サイトを開きます 

 

   ◇ お手元にある、インターネット回線につながるパソコンやタブレット、 

    スマートフォンで、弊社の公式サイトのトップページを開いてください。 

 

合同会社 泉惠造研修企画工房 

https://www.koboizumi.com/ 
 

②『研修企画工房ネット』のコーナーをクリックしてください 

       

 

 

https://www.koboizumi.com/
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③受講する研修を見つけ、「受講する」をクリックし、次の画面で 

パスワードを入力します 
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④研修映像を視聴します 

 

   ◇ 配信期間中は、何度でもご覧になれます。 
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（２）「短縮ＵＲＬ」を使って開く方法 

 

①受講する研修のログイン画面まで、直接進めることができます 

 

   ◇ この度の研修にともないお渡しした「パスワード確認シート」には、パスワード 

とあわせて、「短縮ＵＲＬ」も表示してあります。 

     この「短縮ＵＲＬ」をパソコン等で直接入力していただくことで、受講する研修 

のログイン画面まで、直接進めることができます。 

 

②「短縮ＵＲＬ」は、数字とアルファベットの組み合わせでできています 

 

   ◇ 下記は「短縮ＵＲＬ」のイメージです。半角の数字と、大文字・小文字の 

    アルファベットの組み合わせです。入力の際にはお気をつけください。 

 

【短縮ＵＲＬのイメージ】 

https://bit.ly/ 3QsWQr 

 

           半角の数字 

               大文字 

                     小文字 

                                     大文字 

                                大文字 

                                     小文字 
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  ③ブラウザ画面に「短縮ＵＲＬ」を入力します 

 

   ◇ ご自身が受講する研修のログイン画面まで、直接進めることができます。 
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   ◇ そのログイン画面で、パスワードを入力すれば、映像を視聴できます。 

 

          

                      

 

 

 

 

≪ 『よくあるご質問』 をご参照ください≫ 
 

◇ 弊社公式サイトの『研修企画工房ネット』コーナーに、「よくあるご質問」コーナーを 

設けました。今後も、皆様との質疑応答などを、適宜紹介してまいります。 

 以下のＵＲＬでもご覧いただけます。 

https://www.koboizumi.com/wp/online_lecture/question/ 

 

 

 

https://www.koboizumi.com/wp/online_lecture/question/


  

【講話】 

「地域のつむぎ役となろう 

～住民のプライバシー・個人情報との向き合い方～」 

合同会社 泉惠造研修企画工房 

代表社員 泉
いずみ

 惠造
けいぞう

 氏  

 

 



プロフィール 

合同会社 泉惠造研修企画工房 

代表社員 泉   惠 造（いずみけいぞう） 

 

 

 

 

 

 

 

【著書・報告書等】 

 

 ◇『ちば民児協だより（編集協力）』（千葉県民生委員児童委員協議会／平成 23 年度～） 

 ◇『ハンドブック（編集協力）』（千葉県民生委員児童委員協議会／令和４年度～） 

 ◇『民児協だより（編集協力）』（広島県民生委員児童委員協議会／平成 26年度～） 

 ◇『広報誌 Learn together（編集協力）』 

（石川県民生委員児童委員協議会連合会／令和５年度） 

 ◇『かながわ福祉人材センター福祉就活支援パンフレットシリーズ』 

               （神奈川県社会福祉協議会／平成 23年度） 

 ◇『第３次武蔵野市地域福祉活動計画』（武蔵野市民社会福祉協議会／平成 23・24年度） 

 ◇『民生委員・児童委員研修教材』（静岡県社会福祉協議会／平成 24年度） 

 ◇『活動記録ハンドブック』（石川県社会福祉協議会／令和２年度） 

 ◇『定例会の手引き』（山口県民生委員児童委員協議会企画・組織部会／令和４年度） 

【経歴】 

平成 17年 3月 東北福祉大学大学院総合福祉学研究

科社会福祉学専攻修士課程修了。 

社会福祉学修士。 

昭和 62 年 3 月 １日  社会福祉法人全国社会福祉協

議会に入局。 

平成 22 年 ３月 31 日 社会福祉法人全国社会福祉協

議会を退職。 

平成 22 年 ５月 25 日 「合同会社 泉惠造研修企画

房」を設立、開業。 

平成 23年 12月 24日 「研修企画工房」を商標登録出

願。 

平成 24年  ５月 25日  「研修企画工房」を商標登録

（登録第 5496097号）。 



≪合同会社 泉惠造研修企画工房 デジタル名刺≫ 

                      

 

 
福祉の領域にたずさわる方々に対する、研修の企画・立案、実施を担います。 

合同会社 泉惠造研修企画工房 

Workshop Keizo Izumi, LLC 

        －Training Program Provider for Social Service Related Professionals 

 

住   所       〒274-0816 千葉県船橋市芝山 3-30-16-102 

電話／FAX     047-468-0135 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ      kenshu@koboizumi.com 

公式サイト     https://www.koboizumi.com/ 

            研修企画実績、Officialブログ、Facebook、Ｘ（旧 twitter）、 

メールマガジン等をご覧になれます。 

  法人ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ      9040003001066（13桁） 

  ｲﾝﾎﾞｲｽ登録番号     T９-0400-0300-1066 

※「研修企画工房」は泉惠造研修企画工房の登録商標です。登録第 5496097号 

 

【泉惠造研修企画工房の理念】 

◎研修に対する“こだわり”と“いつくしみ”を忘れません 

  ◎お客様の職場にマッチした“オーダーメイド研修”を提案します 

  ◎お客様と共に悩み、共に創り、共に喜びを分かち合える 

“研修パートナー”であり続けます 

 



























































































全国民生委員児童委員連合会

　最近、民生委員・児童委員が保有する個人情報

記載資料の紛失事例が全国各地で発生しています。

　民生委員・児童委員活動の基本は住民との信頼

関係にあり、こうした個人情報の紛失は、その信

頼関係に影響を及ぼすことにもなりかねません。

　民生委員・児童委員、また民児協組織に対する

信頼のためにも、あらためて個人情報の記載され

た書類等の取り扱いについて、確認しましょう。

ついて

が個人情報
取り扱いに

記載された 等の書類

大丈夫ですか！



　民生委員・児童委員活動は、地域住民との関係において成立するものであり、相談・支援活動、
また調査活動などはすべて個人情報の把握のうえに成り立っています。
　日々の委員活動のなかで、民生委員・児童委員は、以下のような個人情報が記載された資料（書
類、パソコン使用者はそのデータ）を保有しています。

民生委員・児童委員は 多くの個人情報を保有 しています。

こんな状況で紛失 が発生しています。

　近年、各地で相次いでいる個人情報の紛失は、以下のような状況で発生しています。

福祉票、児童票

生活福祉資金借受世帯援助記録票

要支援者台帳

行政から提供された高齢者名簿、 
避難行動要支援者名簿 等

調査書や意見書の控え

活動記録

　民生委員・児童委員が保有する個人情報は、高齢者をはじめ、支援を必要とする人の情報が大部
分であり、万が一、悪用された場合の影響も懸念されることから、とくに慎重な取り扱いが求めら
れます。

訪問先 
などでの 
置き忘れ、 

紛失

コピー時の 
原紙の 

置き忘れ

活動中や 
自宅での 
盗難被害

・行政から依頼された地域の高齢者世帯調査の実施中、訪問先に高齢
者世帯名簿と世帯別の調査票一式を置き忘れてしまった。
・委員活動からの帰り道、買い物をしている際に、災害時要援護者名
簿などが入ったカバンをどこかに置き忘れてしまった。

・住民から行政への申請書類を預かった際（世帯状況確認署名のため）、
念のためと思ってコンビニエンスストアでコピーをした際に原紙を
置き忘れた。

・要支援者宅を訪問した際、世帯票などの入ったカバンを車の中に置
いていたところ、車上荒らしにより盗まれてしまった。
・自宅では、委員活動に関する書類をすべて一つのカバンにしまって
いたところ、自宅が盗難被害にあい、そのカバンも盗まれてしまった。

個人や世帯の相談・支援に関する経過記録票

借受世帯別の相談支援の経過記録

自ら作成する地域の要支援者の一覧

調査等のために提供される諸名簿

住民からの依頼等で作成する状況確認報告等

プライバシー情報を記載してしまっている場合がある



　個人情報を適切に取り扱うことは民生委員・児童委員活動の基本である「基本的人権の尊重」に
かかわるものであることを常に意識することが大切です。
　以下に、個人情報取り扱いのポイントを紹介しますので、ぜひ参考にしてください。

個人情報 取り扱いのポイント

◯	定例会などでは、個人が特定される事例検討は避ける。また個人情報が記載された資料
は会議後に回収する。

◯	一斉改選時など、退任した委員からの個人情報の返却を確実に行なう。
◯	各委員に定期的に不要となった個人情報の廃棄を呼びかけ、必要に応じて事務局として
一括処分する（定例会の際に回収する等）。

福祉票等は 
持ち歩かない

コピーはとらない

活動の途中や帰途での 
紛失に注意する

記録そのものを 
資料として提供しない

支援が終了した時点で 
適切に情報を廃棄する

自宅での保管場所、 
保管方法に注意する

「活動記録」には 
プライバシー情報は 
記載しない

■	プライバシー性の高い情報が記載されている福祉票や
児童票、援助記録票などは持ち歩かない。

■		訪問活動などにおいては、真に必要な情報以外は持
ち歩かない。

■		行政への申請書類などでも、原則としてコピーはと
らない。

■	関係機関での相談時にも個人情報記載の書類そのもの
を資料として提供しない。

■	当該住民や世帯への支援が終了した時点で、個人情報
が記載された書類を適切に処分する（シュレッダーで
の断裁や焼却処分等）。

■	個人情報が記載された書類が家族の目にふれないよう、
保管場所に注意する。

■	種々の資料を1つのカバンに入れておくことを避ける
など、保管方法にも注意する。

■	「活動記録」には、住民からの具体的相談内容等、プ
ライバシー性の高い情報は記載しない。

■	訪問先でのカバンなどの置き忘れに注意する。
■	個人情報の記載された書類を持ったまま寄り道をする
ことは避ける。

民児協活動でも注意しましょう。

1

2

3

4

5

6

7

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント



　個人情報の取り扱いとして常に心がけたい事項です。当てはまる項目をチェックしてみま
しょう。

大丈夫ですか！　 
個人情報が記載された書類等の 
取り扱いについて
（平成28年3月発行）

全国民生委員児童委員連合会
（事務局）�〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル�

Tel 03-3581-6747  Fax03-3581-6748

個人情報の取り扱いに関する資料は全民児連ホームページ「民生委員・児童委員専用ページ」においてご覧いた
だけます（パスワードは、毎号の「ひろば」最終頁下に記載しています）。

※全民児連発行「個人情報の取り扱いについての基本的な考え方と留意点」より抜粋し一部加筆。

個人情報の含まれる書類等は、家族の目にふれないように保管して
いる。

記録（書類）は、コピーしたり、外へは持ち出していない。

不要になった情報は、適切に廃棄している	
（1年ごとなど、定期的に確認している）。

記録には、事実のみを記録している（伝聞、うわさなどは記載しない）。

記録そのものを会議（事例検討等）の資料に提供していない。

研修目的で使用する事例は匿名表記とし、終了後に回収するように
している。

民児協として、個人情報保護について定期的に学習している。

民児協で、記録の引き継ぎや、支援のための関係者との情報共有の
ためのルールを定めている。

民児協で、情報紛失時等、万が一に備えた対応ルールを定めている。

○	公民館などで定例会を開催し、個別世帯への支援について協議する際、周
囲の部屋などに声がもれている（話を聞かれている）ことはありませんか。

○	定例会終了後、周囲に人がいる喫茶店や路上などで委員同士の雑談をする
際に、不用意に個別世帯の状況について話していませんか。

こんなことにもご注意を！

民生委員・児童委員、事務局関係者 のための

チェックリスト
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                              ◎本人 ◎家族 ◎地域住民 ◎教師 ◎学生（小中高大） ◎在勤者 ◎商店主 

◎医師 ◎看護師 ◎保健師 ◎ｹｱﾜｰｶｰ ◎介護支援専門員 ◎ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ ◎社会福祉士・介護福祉士 ◎精神保健福祉士 

◎保育士 ◎社協職員 ◎人権擁護委員  ◎民生委員・児童委員 ◎保護司 ◎主任児童委員 ◎福祉委員 ◎弁護士 

◎ボランティア ◎地主 ◎税理士 ◎司法書士 ◎駅員 ◎ＮＰＯ関係者 ◎買い物友だち ◎行政職員（警察・消防含む） 

◎郵便配達員 ◎新聞配達員 ◎デリバリー事業者 ◎防災士 ◎土木・建築関係者 ◎おやじの会 ◎ママ友会 

◎地域の名人・有名人 ◎コミュニケーションロボット ◎地域おこし協力隊                             など 

 

 

                       ◎自治会・町内会 ◎自主防災会 ◎婦人会（女性会） ◎おやじの会 

◎こども会 ◎子育て中のママ友会 ◎老人クラブ ◎赤十字 ◎保育園 ◎ＰＴＡ ◎子育てｻｰｸﾙ ◎学校 ◎交通安全協会 

◎ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ ◎ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ ◎商工会議所 ◎青年会議所 ◎碁会所 ◎社協（地区・市町村・県等） ◎共同募金会 

◎商店街 ◎病院・診療所  ◎社会福祉施設 ◎コンビニ ◎ﾃﾞﾊﾟｰﾄ・ｽｰﾊﾟｰ ◎喫茶店 ◎図書館 ◎映画館 ◎地域の空き家 

◎集会所 ◎娯楽施設 ◎フリーマーケット ◎ドローン ◎自動運転システム ◎電気自動車／充電スタンド ◎レンタルサイクル 

◎民泊 ◎歩行支援ロボット ◎家事代行 ◎運転代行  ◎ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ  ◎パワードウエア（装着型ロボット)  ◎自動翻訳機 

◎スマートフォンを使った遠隔診療  ◎ネットスーパー  ◎落語カー  ◎銭湯  ◎贈与型賃貸住宅 

◎雰囲気・風土 （お互い様気質、地域習慣）                                               など 

 

 

                       ◎補助金 ◎委託金 ◎寄付金 ◎共同募金 ◎クラウドファンディング 

◎ふるさと納税 ◎収益金 ◎助成金 ◎介護保険料  ◎銀行からの融資 ◎協賛金 ◎自主事業による収益 ◎地域通貨 

◎ボランティア保険                                                               など 

 

 

                       ※チャンスやタイミングのこと 

◎就業時間 ◎休暇時間 ◎ボランティア活動時間 ◎ひらめきの瞬間 ◎地域との交流 ◎式典やイベント 

◎友だちとの付き合い ◎PTA等団体活動 ◎すき間（ﾆｯﾁ）時間                                 など 

 

 

                       ◎サービス利用者情報 ◎相談窓口のニーズ情報 ◎新聞 ◎雑誌 ◎テレビ 

◎町内会報◎統計情報 ◎インターネット情報  ◎回覧板  ◎町内掲示板   ◎ラジオ（ｺﾐｭﾆﾃｨ FM局）   ◎折り込み広告 

◎街で配られるチラシ  ◎タウンページ  ◎先人・先輩の知恵・ノウハウ                             など 

 

参考資料：社会資源の一例 

ひと（人的資源） 

もの（物的・組織的資源） 

かね（財政的資源） 

とき（機会的資源） 

しらせ（情報的資源） 



～ おつかれさまでした ～ 

アンケートのお願いについて 

 今後の本研修会充実のため、アンケートに御協力ください。 

動画視聴後に、下記の QRコードまたは別添のアンケート用紙へ

回答のご協力をお願いします。 

最終回答期限：令和 7年 5月 31日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】 

沖縄県社会福祉協議会  

福祉人材研修センター（担当：金城） 

〒903-8603  

那覇市首里石嶺町４－３７３－３  

県総合福祉センター 西棟３Ｆ 

   TEL：(098)882-5703  FAX：(098)887-1071 

  E-mail:kensyuu@okishakyo.or.jp 

 

アンケート 

中堅（課題別） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


